
※（ ）の数値は、全国平均との差を示します。 

 

 

 

 

 
全国学力・学習状況調査は、教科に関する調査と児童生徒に対する質問紙調査等を総合

的に活用することで、授業改善や子どもたちの学習状況の改善に役立てることを目的とし
て実施されています。 
令和５年度全国学力・学習状況調査の結果をふまえ、課題がみられた学習内容の系統性

を全教職員で意識し、各学年における授業改善や個に応じたきめ細かな指導につなげると
ともに、子どもたちの学習習慣等の確立を図っていきましょう。 

 
 

<各教科の平均正答率＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
調査結果をもとに、児童生徒一人ひとりの学習内容の定着状況を把握し、次のステップを 
進めましょう。 
 

  

調査結果から、「できているところ」「できなかったところ」を把握・分析し、何年生 

  のどの内容でつまずいているのかを学校全体で共有しましょう。 

 

 

明らかになった児童生徒の課題を克服するために、組織的・計画的に取り組みましょう。 

・課題を克服するための各学年における授業改善 

・課題に対応した問題やワークシートを補充学習、家庭学習等に活用 

＊課題に対応した問題やワークシートは、みえの学力向上県民運動ＨＰ「先生のペ 

ージ」に掲載しています。また、児童生徒の端末でもＣＢＴシステムの「ワーク 

シート」に提供しています。 

   ・個に応じたきめ細かな指導 

 

 

取組により、児童生徒がどれだけ「できる」ようになったか、学習内容の定着状況を 

確認し、引き続き、授業改善や個に応じたきめ細かな指導につなげましょう。 

 国語 算数・数学 英語 

「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

小学校 66.9 (-0.3) 61.8 (-0.7) ― 

中学校 68.7 (-1.1) 51.3 (+0.3) 45.0 (-0.6) 

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果概況 

次のページからは、各教科の課題があった問題に
ついて、授業改善のポイントを掲載しているよ。 
普段の授業で意識して取り組んでみよう！ 

ステップ２ 

「できなかったところ」を「できる」ようにするために 

学校での授業改善、子どもたちの学習習慣等の 
確立を図り、学力向上につなげましょう！ 

三重県教育委員会 
マスコットキャラクター 
「みえびぃ」 

ステップ１ 

ステップ３ 

教科に関する調査について 

調査問題は、学習指導要領の理念、目標・内容等に基づくものであり、小学校第５
学年、中学校第２学年までに十分に身につけ、活用できるようにしておくべきと考え
られるものが出題されています。 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/23chousakekkahoukoku/report/primary_lang.html 

（出典）令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【小学校】 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

図表やグラフが掲載されている教材文を扱う学習において、図表やグラフを用

いた筆者の目的やその効果を捉えながら、自分の表現に生かすことができるよう

指導することが大切です。 

指導に当たっては、実際に報告したり説明したりする文章を書く学習において、

より分かりやすくするために、どのような図表やグラフを用いるのがよいかなど、児

童が考える場面を設定することが考えられます。また、児童の学習の状況に応じ

て、教師が、図表やグラフなどを用いたモデルとなる文章を提示することも効果的

です。複数の文章を比べることで、図表やグラフなどを用いると、自分にとっても

考えを深めやすく、相手にとってもよく理解できるものになることを児童が実感で

きる場面を設定することも考えられます。 

ただし、国語科の学習であることに鑑み、図表やグラフの読み取りが学習の中

心となったり、図表やグラフを自分で作成する活動に過度に偏ったりしないよう留

意する必要があります。 

小学校国語 １ 二

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫することが求められています。

 

正答率 26.0%(全国差-0.7) 

 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/23chousakekkahoukoku/report/primary_math.htm

l 
 

（出典）令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【小学校】 算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

いつでも同じ要素などに着目し、面積を求めることができるかどうかを確かめ

ることによって、公式として導いていくようにすることが大切です。 

また、求積のためにどの部分の長さを測る必要が

あるかを考えることで、公式の理解を深め、活用でき

るようにすることも大切です。例えば、右のような、多

くの辺の長さが示されている場面において、平行四

辺形の面積を求めようとするとき、必要な情報を自ら

選び出し面積を求めるなどが考えられます。 

さらに、底辺と高さの具体的な長さが分からない場合でも、底辺と高さがそれ

ぞれ等しければ、それらの三角形の面積は等しくなるということを、三角形の面積

の公式から判断できるようにすることも大切です。 

 

小学校算数 ２（４）

図形を構成する要素などに着目し、基本的な図形の面積の求
め方から面積の大小を判断して、その判断の理由を表現するこ
とが求められています。
 

正答率 15.5%(全国差-5.3) 

 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/23chousakekkahoukoku/report/middle_lang.html 

（出典）令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【中学校】 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができ

るようにすることが大切です。指導に当たっては、同じテーマで書かれた複数の文

章を比較しながら読み、それぞれの文章の構成や展開、表現の特徴を分析的に

捉える場面を設定することが考えられます。それぞれの文章の工夫や効果につい

て、根拠となる段落や部分を挙げて自分の考えを持つよう指導する必要があります。 

古典の楽しみ方を見いだすことができるようにすることも大切です。指導に当た

っては、生徒が楽しめるような現代語訳を取り上げ、文章の構成や展開、表現の

効果などに着目して工夫されているところを考える学習活動などが考えられま

す。また、学校図書館などを利用し、教科書に掲載されている古典作品について

多様な情報を得て、考えたことなどを報告したり資料をまとめたりさせることも考

えられます。 

中学校国語  ４ 三

文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にし

て考えることが求められています。 

が求められています。

 正答率 49.9%(全国差-0.1) 

 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/23chousakekkahoukoku/report/middle_math.html 

（出典）令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【中学校】 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

反比例の意味を理解できるようにするために、反比例の特徴を表や式などと関

連付けて捉えることができるようにすることが大切です。指導に当たっては、反比

例の特徴を調べるために、「y は x に反比例し、比例定数は３である」から、式が

y ＝ 
３

𝑥 となることを確認した上で、x に幾つかの値を代入して y の値を求めたもの

を表にまとめ、対応する x の値と y の値の積が３となることから xy＝３という関係

があることを確認することが考えられます。そして、「xの値と yの値の積は一定で、

比例定数に等しい」という反比例の特徴を表や式 y ＝ 
𝑎

𝑥 、比例定数 a などと関連

付けて捉えるようにします。 

伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて

表、式、グラフを用いて、二つの数量の変化や対応の特徴を考察し、どのような関

数関係にあるかを判断できるように指導することが大切です。 

中学校数学 ４

関数を用いて事象を捉え考察する場面において必要とな
る、「事象の特徴を的確に捉えること」「反比例の意味を
理解していること」が求められています。

 

正答率 43.1%(全国差+0.3) 

 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 



（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/23chousakekkahoukoku/report/middle_eng.html 

（出典）令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 【中学校】 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指導のポイント 

読んだことを基に自分の考えとその理由を書くことができるようにすることが大

切です。指導に当たっては、「教科書に取り上げられている話題に関する自分の

意見や感想などを、スピーチの形式や、新聞やホームページなどへの投稿文の形

式で書く」といった言語活動に取り組むことが考えられます。 

言語活動を行うに当たっては、読む目的に応じて要点を捉えた上で、内容に対

する感想や賛否、自分の考えなどを話したり書いたりして表現するなど、領域を統

合した言語活動を行うことが大切です。また、書いた英文を推敲する際には、コミ

ュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて適切な内容になっているか、正

確に書くことができているかを指導する必要があります。内容や表現を改善して

いく上で、書いた英文に対して教師がフィードバックを与えたり、他の生徒からコメ

ントをもらったりすることも大切です。 

中学校英語 ８（２）

社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理

由を書くことが求められています。

 
正答率 18.6%(全国差-0.9) 

 

報告書には、「授業アイディア例」も掲載されています。 



  

 

国から提供された調査結果等の中には、Ｓ－Ｐ表が含まれています。 
Ｓ－Ｐ表を活用することにより、平均正答率だけでは把握できない、学校や学級全

体の強み・弱みや、個々の児童生徒が理解していない可能性が高い設問を見つけ出す
ことができます。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ－Ｐ表を活用して、授業改善や個に応じた指導を！ 

全国学力・学習状況調査の結果をできた、できなかったに終わらせず、Ｓ－Ｐ表から見

えてくる指導のヒントを活かして、授業改善や個に応じた指導に取り組みましょう。 

みえの学力向上県民運動HPの
「先生のページ」に「Ｓ－Ｐ表
の見方と活用方法」の動画を掲
載しています！ 
校内研修等でご活用ください。 

みえの学力向上 
県民運動 HP 
http://www.mie-
c.ed.jp/kenminu
ndou/ 

 
P 曲線（赤実線）が全国平均（赤点

線）より上にある設問に着目 
→学校・学級の正答人数の割合が、 
全国平均よりも低かった設問 

 
 
P 曲線（赤実線）が全国平均（赤点

線）より下にある設問に着目 
→学校・学級の正答人数の割合が、 
全国平均よりも高かった設問 

学校や学級全体の強み・弱み 

個々の児童生徒が理解していない 
可能性が高い設問 

 

 

S 曲線（青線）より左側の誤答（黄色セル）
に着目 
→当該児童生徒にとって比較的正答が容易だ
ったと考えられ、不注意による誤答や比較
的克服が容易なものと想定される設問 

S 曲線（青線）より右側の誤答（燈色セル）
に着目 
→当該児童生徒にとって難解だったと考えら
れる設問であり、個々の児童生徒に対し、
見直し・復習などの指導を行うことが有効
と考えられる設問 

強み：へこんでいる設問 弱み：でっぱっている設問 



 

 

 

  

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

学習習慣・読書習慣に関する状況 

平日・休日の学習時間（１時間以上）はともに減少傾向にあり、全国平均を下回る状

況が続いています。また、読書時間（平日１０分以上）は昨年度よりも増加したものの、依

然として全国平均を下回っています。 

※    は全国平均の推移を示します。 

児童生徒質問紙調査について 

学習時間（１時間以上） 

休日 

授業時間以外の読書 
（平日 10 分以上） 

国による児童生徒質問紙と学力のクロス
分析では、小中学校ともに、「休日に１日
当たり勉強する時間が長い児童生徒ほど、
教科の平均正答率が高い傾向が見られる」
と報告されています。小学校では平日も同
様の傾向があると報告されています。 

平日 

＜編集・発行＞ 令和５年１０月発行 

三重県教育委員会事務局    

学力向上推進プロジェクトチーム 

TEL：059-224-2931    

FAX：059-224-3023 

E-mail：gakupro@pref.mie.lg.jp 

子どもが主体的、計画的に学習がで
きるよう、学校・家庭・地域が一体
となって、学習習慣等の確立に向け
て取り組む必要があります。 

・ 

令和５年度全国学力・学習状況調査の調査
問題・正答例・解説資料について（国立教育
政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/23chousa/23c
housa.htm 

 

令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告
書・調査結果資料（国立教育政策研究所 HP） 
https://www.nier.go.jp/23chousakekka
houkoku/ 

〈参考〉 

 


